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先日，Michael H. Stevens氏（ユタ大学医学部
耳鼻咽喉科の名誉教授）からメールが私宛に届
いた。互いに面識はないが，本誌がMEDLINE

に収載されているおかげで，拙稿⽛ベートー
ヴェンの病跡と芸術Ⅱ⽜（2024年 12月号 1301-

1306 頁）の英文要約が目に留まったのだ。
ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン（Ludwig

van Beethoven；1770-1827）が長年患った難聴の
原因については諸説ある中，⽛鉛中毒⽜が原因
であることを初めて明快に指摘したのは，
Stevensらによる 2013年の論文（Laryngoscope

123: 2854-2858）であった。
ベートーヴェンの剖検では，聴神経に変性

（皺状化と中心核の脱落）が報告されており，
鉛などの重金属による軸索変性の可能性が
あった。この可能性を裏づける直接の原因と
して，⽛当時の安物のワインには，苦み消しの
ため鉛を添加することが違法に行われてお
り，ベートーヴェンがそうした低品質のワイ
ンを長期にわたり常飲することで，大量の鉛
を摂取してしまった可能性がある⽜と Stevens

らは指摘したのだった［拙稿⽛ベートーヴェン
の病跡と芸術⽜（2021年 12月号 1327-1331頁）に

文献 14として引用］。
鉛中毒説は，ただちに定説となったわけで
はない。2020年（ベートーヴェン生誕 250年と

いう節目）までに出版された医学論文 48件を
総覧した総説でも，ほとんど顧みられること

がなかった。それでも私は，難聴と消化器疾
患の両方を説明できる病因として，鉛中毒が
最も有力であると考えていた。その後 2023年
に，Beggらがゲノム解析でベートーヴェンの
真正な遺髪を認定して彼の重い肝臓病の原因
を解明したが，高濃度の鉛が検出された肝心
の遺髪はベートーヴェンと人種が異なるばか
りか，女性の毛髪であることが明らかとなり，
鉛中毒説を支持する根拠自体が揺らぐことと
なった。
しかし 2024 年になって事態は急展開す
る。今度はメイヨークリニックを中心とする
チームにより，ベートーヴェンの真正な毛髪
の房から異常に高い濃度の鉛が検出されたの
だ。ただし，この論文の冒頭で鉛中毒説が紹
介されているが，Stevensらの論文ではなく
Reiter（ウィーン大学医学部）の総説が引用され
ており，しかもその総説の最後に記された結
論は鉛中毒説に対して否定的だった。当の
Stevens氏はこの状況に神経をとがらせてい
たのに相違なく，私宛のメールでもその間違
いを指摘しながら，⽛私はほかの多くの研究
者が早く同じ結論に至ることに期待したい⽜
と結んでいた。
どんな研究にも誤解や混乱は付き物だが，
真実の解明に傾けられた努力はすべて尊いも
のだと思う。

（酒井邦嘉）
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